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 事　業　項　目 実　施　時　期

第１　消防思想普及啓発事業

　１．火災予防運動の推進

　２．殉職者慰霊に関する事業

　　⑴　秋田県殉職消防職・団員慰霊祭

　　⑵　全国消防殉職者慰霊祭

　３．広報紙の発行とホームページの開設

　　⑴　新聞「消防秋田」の発行

　　⑵　ホームページでの情報提供

第２　地域消防防災力向上推進事業

　１．消防団員の教養研修

　　⑴　支部が行う現地教養研修

　　⑵　第73回秋田県消防大会の開催（鹿角市)

　　⑶　各種研修会等への参加

　　　・女性消防団員教育

　　　・全国女性消防団員活性化大会（徳島市)

　　　・消防団員指導員研修

　　　・第48回消防団幹部特別研修

　　　・第21回消防団幹部候補中央特別研修（男性)

　　　・第21回消防団幹部候補中央特別研修（女性)

　２．消防操法大会の開催

　　⑴　第58回秋田県消防操法大会

　　⑵　第28回全国消防操法大会(千葉県市原市)

　３．消防団活動の活性化

　　⑴　全県消防団長研修

　　⑵　女性消防団ネットワーク会議

　　⑶　第２回若手消防団員交流会

第３　消防職団員福利厚生事業

第４　消防互助会事業

第５　会議の開催

　　⑴　定時評議員会

　　⑵　理事会

　　⑶　会計監査

　　⑷　消防実務担当者会議

令和３年度 主な事業計画

令和３年度収支予算
 勘定科目・主な事業費 予　算　額
事業活動収入計

  消防互助会掛金

  事業収入

  補助金等

  負担金

  年会費

  その他収入

事業活動支出計

  火災予防運動の推進

  殉職者慰霊事業

  現地教養研修費（支部研修）

  秋田県消防大会費

  秋田県消防操法大会費

  支部消防操法大会助成費、表彰費

  全県消防団長研修会費

  女性消防団ネットワーク会議費

  若手消防団員活性化推進会議費

  その他支出

当期一般正味財産増減

一般正味財産期首残

一般正味財産期末残

  基本財産

（単位：円）

29,006,700

5,105,000

165,000

11,509,600

6,506,000

5,255,000

466,100

29,432,000

900,000

913,000

979,000

890,000

1,323,000

734,000

261,000

331,000

413,000

22,688,000

△　　 425,300

108,190,200

107,764,900

3,000,000

年間

令和 3年 9月 6日

令和 3年 9月 9日

隔月(原則偶数月)

年間

年間

令和 3年 7月17日

令和 3年10月 9日～10日

令和 3年11月 9日～10日

令和 3年11月27日～28日

未　定

未　定

未　定

令和 3年 8月21日

令和 3年10月29日

令和 3年11月12日

令和 3年12月

令和 4年 2月 5日

年間

年間

令和 3年 5月13日

年3回開催

令和 3年 4月15日

令和 3年 6月 4日
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□功　労　章（２名）
 湖東地区消防本部 消防司令長 高　橋　敏　明 井川町消防団 団　　　長 遠　間　富　和

□永年勤続功労章（79名）
　秋田市消防本部 消　防　監 亀　谷　成　利 秋田市消防本部 消　防　監 菊　地　正　人
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 杉　澤　　　衛 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 鈴　木　和　広
　秋田市消防本部 消　防　監 双　木　信　彦 大館市消防本部 消　防　監 畠　山　一　則
　能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 相　沢　純　一 由利本荘市消防本部 消防司令長 今　野　修　一
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 斉　藤　幸　勇 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 佐　藤　和　美
　湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 佐　藤　正　晴 横手市消防本部 消防司令長 中川原　　　宏
　北秋田市消防本部 消防司令長 長　岐　篤　市 横手市消防本部 消防司令長 松　井　洋　悦
　秋田市消防本部 消防司令長 松　本　　　勉 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 三　浦　勇　人
　由利本荘市消防本部 消防司令長 茂　木　克　彦 五城目町消防本部 消 防 司 令 伊　藤　忠　恭
　鹿角広域行政組合消防本部 消 防 司 令 工　藤　文　明 湖東地区消防本部 消 防 司 令 桜　庭　一　彦

　五城目町消防団 副　団　長 石　井　　　巧 男鹿市消防団 副　団　長 石　川　克　紀
　東成瀬村消防団 副　団　長 小田原　克　已 能代市消防団 副　団　長 梶　原　芳　一
　由利本荘市消防団 副　団　長 釜　台　敏　勝 にかほ市消防団 副　団　長 佐々木　達　行
　秋田市消防団 副　団　長 佐　藤　裕　之 秋田市消防団 副　団　長 田　村　一　之
　三種町消防団 副　団　長 田　森　正　志 大仙市消防団 副　団　長 新　山　裕　司
　大仙市消防団 副　団　長 藤　原　栄　一 秋田市消防団 分　団　長 石　黒　　　望
　仙北市消防団 分　団　長 石郷岡　秀　雄 横手市消防団 分　団　長 石　山　秀　之
　藤里町消防団 分　団　長 市　川　和　安 井川町消防団 分　団　長 伊　藤　弘　行
　湯沢市消防団 分　団　長 大　井　清　一 男鹿市消防団 分　団　長 大　越　幸　一
　大館市消防団 分　団　長 小　畑　秋　彥 八峰町消防団 分　団　長 木　村　啓　二
　小坂町消防団 分　団　長 熊　谷　　　聴 秋田市消防団 分　団　長 熊　谷　信　一
　鹿角市消防団 分　団　長 小　舘　俊　己 湯沢市消防団 分　団　長 後　藤　英　輝
　大仙市消防団 分　団　長 今　野　孝　彦 美郷町消防団 分　団　長 齋　藤　辰　美
　秋田市消防団 分　団　長 酒　井　慶　一 大館市消防団 分　団　長 佐　藤　　　淳
　横手市消防団 分　団　長 佐　藤　清　市 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　幸　喜
　横手市消防団 分　団　長 佐　藤　晴　得 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　　　勉
　秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　　　稔 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　利　市
　由利本荘市消防団 分　団　長 東海林　　　優 男鹿市消防団 分　団　長 高　桑　　　剛
　大仙市消防団 分　団　長 田　口　浩　秀 北秋田市消防団 分　団　長 武　石　　　稔
　鹿角市消防団 分　団　長 樽　沢　和　也 横手市消防団 分　団　長 照　井　　　貢
　北秋田市消防団 分　団　長 長　崎　成　人 鹿角市消防団 分　団　長 成　田　広　一 
　大館市消防団 分　団　長 花　田　　　寿 羽後町消防団 分　団　長 原　田　千代志
　八郎潟町消防団 分　団　長 松　田　一　成 潟上市消防団 分　団　長 丸　谷　兼　美
　由利本荘市消防団 分　団　長 三　浦　九十九 仙北市消防団 分　団　長 武　藤　重　和
　大館市消防団 分　団　長 村　上　幸　明 大仙市消防団 分　団　長 茂　木　豊　康
　能代市消防団 分　団　長 安　井　鉄　男 湯沢市消防団 分　団　長 簗　瀬　保　和
　北秋田市消防団 分　団　長 山　本　茂　雄 由利本荘市消防団 分　団　長 渡　辺　静　一 
　湯沢市消防団 副 分 団 長 岩　城　栄　悦 横手市消防団 副 分 団 長 小田嶋　敏　夫
　湯沢市消防団 副 分 団 長 栗　田　政　一 湯沢市消防団 副 分 団 長 寺　田　邦　彦
　大潟村消防団 副 分 団 長 畑　瀬　正　道

□竿頭綬（１消防機関・１消防団）
　にかほ市消防本部、にかほ市消防団

消 防 庁 長 官 表消 防 庁 長 官 表 彰消 防 庁 長 官 表消 防 庁 長 官 表 彰消 防 庁 長 官 表 彰
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□無火災表彰（１町１村）
　井　川　町　　　上小阿仁村

□表彰旗（１消防団）
　八郎潟町消防団

□竿頭綬（３消防団）
　北秋田市消防団　　八峰町消防団　　井川町消防団

□功績章（19名）
 小坂町消防団 副　団　長 亀　田　　　晃 大館市消防団 副　団　長 武　田　博　康
 北秋田市消防団 団　　　長 戸　島　丈　夫 八峰町消防団 副　団　長 菊　地　直　人
 能代市消防団 分　団　長 大　髙　一　直 潟上市消防団 団　　　長 髙　橋　寛　儀
 八郎潟町消防団 団　　　長 齊　藤　　　一 秋田市消防本部 消防司令長 阿　部　憲　悦
 秋田市消防本部 消防司令長 渡　辺　邦　博 由利本荘市消防団 分　団　長 遠　藤　信　弘
 由利本荘市消防団 部　　　長 佐　藤　美　子 にかほ市消防団 副　団　長 佐　藤　幸　毅
 仙北市消防団 団　　　長 渡　辺　勇　悦 仙北市消防団 副　団　長 佐　藤　乃　三
 横手市消防団 分　団　長 阿　部　幸　悦 横手市消防団 分　団　長 佐々木　利　廣
 横手市消防団 副　団　長 樋　渡　　　徹 湯沢市消防団 分　団　長 後　藤　英　輝
 湯沢市消防団 副 分 団 長 寺　田　邦　彦

□精績章（47名）
 鹿角市消防団 副　団　長 前　田　幸　栄 小坂町消防団 分　団　長 浅　利　和　彦
 大館市消防団 分　団　長 近　江　禎　彦 大館市消防団 分　団　長 阿　部　　　司
 大館市消防団 部　　　長 虻　川　久美子 北秋田市消防団 副　団　長 髙　橋　伸　一
 北秋田市消防団 分　団　長 武　石　　　稔 上小阿仁村消防団 分　団　長 大　沢　義　満
 能代市消防団 分　団　長 安　井　鉄　男 能代市消防団 分　団　長 塚　本　陽　一
 三種町消防団 分　団　長 三　浦　摩壽雄 能代市消防団 分　団　長 小　林　良　蔵
 男鹿市消防団 副　団　長 石　川　克　紀 潟上市消防団 副　団　長 菅　原　権一郎
 潟上市消防団 副　団　長 菊　地　　　浩 八郎潟町消防団 副　団　長 渡　部　　　浩
 大潟村消防団 副　団　長 菊　地　克　浩 秋田市消防本部 消防司令長 安　田　　　聡
 秋田市消防本部 消防司令長 堀　井　正　人 秋田市消防団 分　団　長 武　藤　謙　一
 秋田市消防団 分　団　長 小　野　　　悟 秋田市消防団 分　団　長 永　田　雄太朗
 由利本荘市消防団 副 分 団 長 石　崎　　　仁 由利本荘市消防団 副 分 団 長 工　藤　正　一
 由利本荘市消防団 分　団　長 小　林　富士雄 由利本荘市消防団 部　　　長 鈴　木　　　肇
 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　浩　之 にかほ市消防団 分　団　長 佐々木　　　譲
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 佐々木　常　雄 大仙市消防団 副　団　長 今　野　徳　雄
 美郷町消防団 分　団　長 照　井　勇　一 大仙市消防団 副　団　長 髙　橋　　　昇
 大仙市消防団 副　団　長 田　村　健　郎 大仙市消防団 副　団　長 佐　藤　　　昇
 横手市消防本部 消 防 司 令 近　　　義　久 横手市消防団 分　団　長 照　井　　　貢
 横手市消防団 分　団　長 米　澤　　　久 横手市消防団 分　団　長 菊　地　寛　之
 横手市消防団 分　団　長 中　山　清　悦 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　通　洋
 横手市消防団 部　　　長 伊　勢　睦　子 羽後町消防団 分　団　長 高　橋　　　清
 湯沢市消防団 分　団　長 村　上　保　雄 湯沢市消防団 分　団　長 西　村　　　一
 東成瀬村消防団 分　団　長 鈴　木　清　一 湯沢市消防団 分　団　長 石　成　　　寿
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 中　嶋　　　豊

日本消防協会長表日本消防協会長表彰日本消防協会長表日本消防協会長表彰日本消防協会長表彰

秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰
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第
一
回
若
手
消
防
団
員
交
流
会
が
、
二

月
六
日（
土
）イ
ヤ
タ
カ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
三
〇
年
に
立
ち
上
げ
た
、
若
手
消

防
団
員
活
性
化
推
進
会
議
に
よ
る
初
め
て

の
行
事
で
し
た
。

　

感
染
予
防
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た
講

師
が
来
県
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
一
二
消

防
団
が
参
加
を
見
送
る
な
ど
、
こ
こ
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
秋
田
県
総
務
部
総
合
防

災
課
主
幹 

宇
佐
美
晃
市 

氏
の
講
演
の
ほ

か
、
参
加
者
二
一
名
が
四
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
他
地
域
の
状
況
を
知

り
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
と
い
う
感
想
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
回
若
手
消
防
団
員
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た

板橋知也リーダー（鹿角市）








　

講　
　

演








「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

　
　
　

地
域
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

　
　
　

秋
田
県
総
務
部
総
合
防
災
課

　
　
　
　
　
　

主
幹　

宇
佐
美 

晃 

市 

氏

■
講
演
の
主
な
内
容

一　

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は

　

⑴
東
日
本
大
震
災
の
概
要

　

⑵
岩
手
県
山
田
町
で
の
活
動

　

⑶
宮
城
県
南
三
陸
町
の
状
況

二　

消
防
団
活
動
の
あ
り
方
の
検
討

　

⑴
救
命
の
連
鎖

　

⑵
消
防
団
員
の
安
全
確
保
対
策

三　

宮
古
市
の
被
害
状
況

　

⑴
消
防
団
員
の
被
害
状
況

　

⑵
火
災
発
生
状
況

　

⑶
緊
急
消
防
援
助
隊
と
の
連
携
活
動

宇佐美 晃 市 氏
















　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
















　

各
グ
ル
ー
プ
が
テ
ー
マ
を
次
の
三
つ
か

ら
自
由
に
選
び
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

二
回
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

⑴
若
手
消
防
団
員
を
増
や
し
て
い
く
た
め

に
は

⑵
消
防
団
員
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、
向
上
に

つ
い
て

⑶
消
防
団
活
動
に
感
じ
る
課
題
、
活
動
し

や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
に
は
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意見発表のテーマと発表者名

◯　言葉の壁を無くす、おもてなし

北秋田市消防本部　齊　藤　卓　弥

◯　ストップ、ドロップ＆ロール！～動いて学ぼう、覚えて防ごう～

横手市消防本部　伊　藤　初　音

◯　緊急車両事故０の未来へ

男鹿地区消防一部事務組合消防本部　杉　本　翔　太

◯　バイタルウォッチ ～ウェアラブル早期１１９番通報システムの実現～

大館市消防本部　花　田　　　望

◯　大切な情報は手の中に

鹿角広域行政組合消防本部　目　時　嘉　樹

◯　命を守る「浮いて待て」

にかほ市消防本部　須　田　翔　馬

◯　変えられない思い

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部　武　石　駿　帆

◯　あなたを守る２m3

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部　谷　藤　　　東

◯　持続可能な住警器の維持管理に向けて

湖東地区消防本部　栗　森　貴　寛

◯　マンネリ化した消防訓練から

五城目町消防本部　菊　地　航　平

◯　緊急通報　これからのスタンダード

由利本荘市消防本部　篠　田　陽　介

◯　今日から出前始めました

秋田市消防本部　藤　原　真　也

◯　未来の花を咲かせましょう

能代山本広域市町村圏組合消防本部　工　藤　秀　平

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

第44回

秋
田
県
消
防
長
会

　

第
四
四
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県

大
会（
主
催
：
秋
田
県
消
防
長
会
）が
二
月

一
二
日（
金
）、
秋
田
市
の
「
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、若
手
消
防
職
員
が
職
責

を
再
確
認
し
、消
防
士
の
在
り
方
を
提
案

す
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
県
内
一
三
消
防
本
部
か
ら

選
抜
さ
れ
た
若
手
消
防
職
員
が
、
日
頃
の

業
務
の
中
か
ら
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ
の

対
応
策
や
今
後
の
展
望
な
ど
の
考
察
を
加

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
一
名
、
優
秀

賞
二
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
北
秋
田
市
消
防
本
部 

齊

藤
卓
弥 

消
防
副
士
長
は
、
四
月
二
七
日

（
火
）、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会

に
本
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　

北
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
副
士
長　

齊　

藤　

卓　

弥

■
優
秀
賞

　

秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
副
士
長　

藤　

原　

真　

也

　

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部

　
　
　

消
防
士
長　

工　

藤　

秀　

平

齊藤卓弥さん（最優秀賞）

藤原真也さん（優秀賞）工藤秀平さん（優秀賞）
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消
防
団
幹
部
研
修
・
消
防
団
幹
部
候
補

中
央
特
別
研
修
を
開
催

　

日
本
消
防
協
会
主
催
の
標
記
研
修
は
、

例
年
、東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今

年
度
は
二
月
一
九
日（
金
）に
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
よ
る
映
像
配
信
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
三
名
の
参
加
希
望
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
市
役
所
な
ど
の
会
議
室
で

受
講
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
協
会
事
務
局

に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
を
希
望
す
る
方
は
、
所
属
の

消
防
団
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
研
修
生
名
簿

　

男
鹿
市
消
防
団　

副
団
長　

齊
藤
英
一

　

潟
上
市
消
防
団　

班　

長　

齊
藤
雅
基

　

大
仙
市
消
防
団　

団　

員　

相
馬
静
華真剣に受講しています（大仙市）

消防団名 階　級 氏　　名

鹿　角　市

鹿　角　市

北 秋 田 市

北 秋 田 市

男　鹿　市

男　鹿　市

由利本荘市

仙　北　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

齊　藤　　　聖

海　沼　秀　一

渡　辺　晋　輔

益　田　　　光

木　村　寿　葵

杉　本　孝　範

伊　東　明　寿

加　藤　　　学

菅　　　裕　也

高　橋　幹　雄

日　野　祐　亮

教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

第66期基礎教育
令和３年３月６日㈯～３月７日㈰
11人（６消防団）
入団して概ね３年未満の消防団員

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校
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教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

入 校 者
名　簿

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校

第４期幹部教育指揮幹部科現場指揮課程

部長又は部長と同等の実務経験を有する者

消防団名 階　級 氏　　名

第７期幹部教育指揮幹部科分団指揮課程

消防団名 階　級 氏　　名

令和３年３月13日㈯～3月14日㈰
28人（10消防団）

令和３年２月27日㈯～2月28日㈰
27人（13消防団）
分団長、副分団長の階級にある者

副分団長
部　　長
分 団 長
副分団長
班　　長
班　　長
班　　長
班　　長
部　　長
部　　長
班　　長
部　　長
班　　長
班　　長
部　　長
分 団 長
部　　長
部　　長
部　　長
部　　長
班　　長
部　　長
部　　長
部　　長
部　　長
部　　長
部　　長
部　　長

黒　澤　裕　一
吉　田　英　明
髙　田　　　恒
鈴　木　清　光
佐　藤　正　樹
進　藤　　　修
江　畑　光　則
大　渕　義　則
石　川　学　斗
小　林　広　樹
伊　藤　一　男
工　藤　嘉　範
相　場　忠　義
田　口　金　悦
渡　辺　政　志
阿　部　一　彦
須　田　　　充
髙　野　和　文
遠　藤　賢　志
村　上　和　洋
金　子　正　人
須　田　信　彦
佐　藤　寿　人
戸　蒔　重　光
新　田　光　晴
奥　山　忠　平
高　橋　耕　作
樋　口　良　治

鹿　角　市
北 秋 田 市
上小阿仁村
上小阿仁村
男　鹿　市
男　鹿　市
男　鹿　市
男　鹿　市
八 郎 潟 町
八 郎 潟 町
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
に か ほ 市
に か ほ 市
に か ほ 市
大　仙　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市

副分団長
分 団 長
副分団長
副分団長
副分団長
分 団 長
部　　長
副分団長
分 団 長
分 団 長
分 団 長
副分団長
副分団長
分 団 長
部　　長
副分団長
副分団長
分 団 長
分 団 長
分 団 長
副分団長
副分団長
副分団長
副分団長
副分団長
分 団 長
副分団長

安　保　英　禎
髙　橋　英　明
佐　藤　一　則
北　林　繁　樹
山　谷　直　人
鈴　木　　　淳
安　田　克　巳
小　野　成　松
小　野　　　悟
舩　木　勇　一
岸　　　重　法
塚　田　貢　才
鈴　木　浩　慶
今　野　　　強
鎌　田　　　敏
田　中　康　久
福　川　貴　志
小　松　伸　一
佐　藤　晴　得
石　橋　一　則
鈴　木　　　旭
菊　地　誠　治
藤　原　英　樹
小　林　和　也
山　田　光　行
髙　山　一　夫
佐　藤　泰　久

鹿　角　市
大　館　市
北 秋 田 市
上小阿仁村
能　代　市
潟　上　市
潟　上　市
八 郎 潟 町
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
由利本荘市
由利本荘市
に か ほ 市
に か ほ 市
大　仙　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
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建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

24
3

-  1
-11
15
7
6

7
1
0

-  8
0
0
5

173
24
26
82
305
23
60

39
2
6
16
63
3
5

11
2
2
12
27
1
1

63
5
5
5
78
10
11

18
3
2
4
27
1
6

令和３年 令和２年 同期比較
３月 累計 累計３月 年計 ３月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

当
支
部
で
は
平
成
二
五
年
度
か
ら
毎
年
、

消
防
本
部
の
ご
協
力
に
よ
り
、
応
急
手
当

普
及
員
養
成
講
習
会
を
開
催
し
て
お
り
、

昨
年
度
ま
で
二
市
一
町
の
団
員
一
二
八
名

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
三
〇
年
度
に
は
普
及
員
認

定
後
、
さ
ら
に
指
導
員
を
目
指
す
団
員
を

対
象
と
し
た
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開
催

し
、
一
一
名
が
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度

も
三
日
間
の
普

及
員
講
習
会
と

二
日
間
の
指
導

員
講
習
会
を
開

催
し
、
二
月
二

八
日
に
普
及
員

七
名
、
指
導
員

一
二
名
が
認
定

を
受
け
ま
し

た
。

　

特
徴
は
、
普

及
員
講
習
の
二

日
目
と
指
導
員

講
習
の
一
日
目

を
コ
ラ
ボ
開
催

し
、
指
導
員
講

習
受
講
者
が
経

験
談
を
交
え
な
が
ら
普
及
員
講
習
受
講
者

を
指
導
す
る
こ
と
で
す
。

　

真
剣
な
中
に
も
笑
顔
が
絶
え
ず
、
二
市

一
町
の
団
員
の
団
結
が
よ
り
強
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
消
防
署
員
と
一
緒
に
、
中

学
、
高
校
な
ど
の
救
命
講
習
の
指
導
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
認
定
団
員
が

自
主
的
に
パ
パ
マ
マ
救
急
講
習
を
開
催
し

た
り
、
所
属
す
る
分
団
で
ミ
ニ
救
急
講
習

を
開
催
し
た
り
と
、
積
極
的
な
活
動
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の

救
命
率
向
上
と
安
全
安
心
に
寄
与
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

応
急
手
当
普
及
員
・
指
導
員

　
　
　
　

養
成
講
習
会
を
開
催

（
情
報
提
供
＝
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
）


